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湯
沢
町
の
豊
か
な
自
然
を
体
験

で
き
る
施
設
が
ま
た
ひ
と
つ
で
き

ま
し
た
。
炭
焼
き
体
験
の
窯
と
小

屋
を
造
っ
た
の
は
、
湯
沢
町
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
か
た
く
り
の
会
」（
会

長　

田
村
千
葉
雄
さ
ん
）
の
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
で
す
。
観
光
客
の

皆
さ
ん
に
昔
な
が
ら
の
炭
焼
き
を

体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
昨
年
の

夏
か
ら
準
備
を
進
め
て
い
た
も
の

で
す
。
こ
の
ほ
ど
施
設
の
完
成
を

記
念
し
た
窯
の
火
入
れ
式
が
行
わ

れ
、
地
元
の
子
供
た
ち
に
よ
り
窯

に
火
が
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

炭
焼
き
窯
は
、
Ｊ
Ｒ
上
越
線
土

樽
駅
東
側
の
蓬
橋
を
渡
っ
た
、
自

然
の
山
林
の
中
に
あ
り
ま
す
。
す

ぐ
隣
に
は
、
き
れ
い
な
沢
の
水
が

流
れ
る
抜
群
の
環
境
で
す
。

炭
焼
き
は
１
日
コ
ー
ス
ま
た
は

２
日
コ
ー
ス
の
体
験
ツ
ア
ー
で
行
い
、

作
っ
て
も
ら
っ
た
炭
を
入
れ
た
ミ
ニ

炭
俵
な
ど
の
記
念
品
が
も
ら
え
ま

す
。ま
た
別
メ
ニ
ュ
ー（
予
約
）で
、お

む
す
び
、
キ
ノ
コ
汁
、
炭
火
で
焼
い

た
岩
魚
な
ど
の
食
事
も
楽
し
め
ま

す
。な

お
体
験
ツ
ア
ー
は
２
日
前
か

ら
の
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

体
験
ツ
ア
ー
の
実
施
期
間
、
各
料

金
の
お
問
い
合
わ
せ
や
ご
予
約
は
、

電
話
７
８
７
・
３
４
１
４
、「
し
ら

か
ば
ロ
ッ
ヂ
」
さ
ん
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。 

主

な

内

主

な

内

容容

町長コラム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

「交通指導所が開設されました」ほか ・・・・・・・３

児童扶養手当ほかの届出や更新手続き ・・・・４～５

「全国童画展　夏の作品展開催中」ほか ・・・・・・６

「加山雄三さんが湯沢町観光特別大使に」ほか ・・・７

湯沢消防署からのお知らせ ・・・・・・・・・・・８

�湯沢町都市施設公社からのお知らせほか ・・・・９
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第１４３３号

わたしたちのねがい
美しい自然につつまれた雪のまち湯沢
清らかな愛情あふれるまち
すこやかな活力みなぎるまち
さわやかな誰もが訪れたいまち
みんなで力をあわせ
豊かで明るく住みよい
文化の香り高いまちをつくりましょう
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町
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平成１８年８月１３日

む
か
し
懐
か
し
い
炭
焼
き
の
香

む
か
し
懐
か
し
い
炭
焼
き
の
香
りり

炭
焼
き
が
体
験
で
き
る
窯
と
小
屋
が
完
成
し
ま
し
た

以
前
は
生
活
の
燃
料
そ
の
も
の
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
木
炭
も
、
時
代
の

移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
電
気
や
ガ
ス
な
ど
に
そ
の
主
役
を
譲
っ
て
き
ま
し

た
。
今
で
は
炭
焼
き
も
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
体
験
で
き
る
窯
と
小
屋
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
木
を

い
ぶ
し
た
懐
か
し
い
香
り
の
中
で
、炭
焼
き
の
体
験
が
で
き
ま
す
。

新
鮮
な
空
気
と
き
れ
い
な
小
川
の
山
あ
い
に
で
き
た
炭
焼
き
体
験
の
窯
と
小
屋
で
す

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
窯
の
火
入
れ
式



「
よ
く
見
れ
ば　

な
ず
な
花
咲
く

　

垣
根
か
な
」と
い
う
、松
尾
芭
蕉

の
有
名
な
句
が
あ
り
ま
す
。　

世
２１

紀
に
入
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
変

革
期
に
入
っ
て
い
ま
す
。
バ
ブ
ル

経
済
崩
壊
以
降
、
景
気
低
迷
を
嘆

く
声
が
至
る
所
で
飛
び
交
っ
て
お

り
ま
す
が
、
旧
来
の
や
り
方
を
引

き
ず
っ
て
い
る
限
り
、
事
態
の
打

開
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
芭
蕉

が
句
に
詠
っ
て
い
る
よ
う
に
、
そ

の
変
化
を
よ
く
見
て
、
経
営
を
抜

本
的
に
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
百
年
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
千
年
に
値
す
る
ほ
ど
の
す

さ
ま
じ
い
変
化
が
起
こ
る
と
い
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
確
固

た
る
モ
デ
ル
を
確
立
し
て
行
く
に

は
、芭
蕉
の
句
に
倣
い
、小
さ
な
美

し
い
変
化
を
見
つ
け
る
心
と
、
取

り
入
れ
て
行
く
べ
き
変
化

と
捨
て
る
べ
き
変
化
を

し
っ
か
り
と
見
極
め
る
知

恵
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
今
年
は
当
初
カ
ラ

梅
雨
の
様
相
を
呈
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
後
半
に
入

り
長
野
県
や
九
州
地
方
で

豪
雨
災
害
を
も
た
ら
し
、

多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
湯
沢

町
で
は
幸
い
に
し
て
大
き

な
災
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。そ
う
し
た
中
で
、７

月
は
加
山
雄
三
さ
ん
に
よ

る
湯
沢
フ
ィ
ー
ル
ド
音
楽

祭
、
フ
ジ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
第
一
回
鮎
つ

り
大
会
な
ど
湯
沢
町
の
大

自
然
の
中
で
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
大
勢
の
皆
さ
ま
か
ら
町

を
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
湯
沢
町
に

馴
染
み
の
深
い
加
山
雄
三
さ
ん
を

「
湯
沢
町
観
光
特
別
大
使
」
に
委
嘱

し
、
観
光
立
町
湯
沢
町
を
応
援
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
ト
リ
ノ
五
輪
入
賞
の
皆
川

賢
太
郎
選
手
に
も
委
嘱
の
了
解
を

得
て
お
り
ま
す
。

先
日
、
東
京
の
「
椿
山
荘
」
で
東

京
新
潟
県
人
会
の
納
涼
会
に
出
席

し
、大
勢
の
参
会
の
皆
さ
ま
に
、日

ご
ろ
か
ら
湯
沢
温
泉
を
会
場
と
し

た
同
級
会
等
の
開
催
へ
の
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
若

く
し
て
故
郷
を
離
れ
た
皆
さ
ん
が

求
め
て
い
る
も
の
は
、
昔
と
変
わ

ら
な
い
故
郷
の
姿
で
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、『
湯
沢
町
は
一
流
の
田

舎
町
』
を
目
指
し
ま
す
。」
と
申
し

上
げ
た
と
こ
ろ
、
大
変
大
き
な
拍

手
と
激
励
の
声
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

お
盆
に
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
が

里
帰
り
さ
れ
る
か
と
思
い
ま
す
し
、

　

日
に
は
「
成
人
式
」
を
、
そ
し
て

１４花
火
や「
と
ろ
り
こ
流
し
」な
ど
の

温
泉
祭
り
も
あ
り
ま
す
。
私
も
練

習
を
し
て
皆
さ
ま
の
輪
の
中
に
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。暑
さ
に
負
け
な
い
で
、元

気
に
夏
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。
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１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

　

日
１０

　

日
１１
　

日
１２
　

日
１３
　

日
１７
　

日
１８
　

日
１９
　

日
２０

　

日
２１

　

日
２２

　

日
２３

　

日
２４

　

日
２５
　

日
２６

　

日
２７
　

日
２８
　

日
３１

苗
場
山
山
開
き
安
全
祈
願
祭
（
三
俣
）

地
域
医
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
南
魚
沼
市
）

朝
礼
／
上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路
整
備
促
進
連
絡
協
議
会
会
計
監

査自
衛
隊
協
力
会
定
期
総
会
（
新
潟
市
）
／
国
体
準
備
委
員
会
総
会

高
齢
者
運
動
会
（
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
）

本
省
挨
拶
（
東
京
都
）
／
日
本
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社
社
長
訪
問

議
員
協
議
会
／
株
式
会
社
ガ
ー
ラ
湯
沢
株
主
総
会
・
取
締
役
会

国
体
打
合
せ
／
上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

総
会（
上
越
市
）

町
商
工
会
青
年
部
町
長
懇
談
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
新
潟
情
報
通
信
研
究
所
講
演
会
（
新
潟
市
）

北
陸
国
道
協
議
会
総
会
（
石
川
県
）

東
京
新
潟
県
人
会
（
東
京
都
）

国
体
打
合
せ
／
広
報
活
動
報
告

特
別
豪
雪
地
帯
市
町
村
協
議
会
総
会
（
新
潟
市
）

苗
場
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
佐
野
支
配
人
訪
問
／
砂
防
事
業
振
興
協
議
会
総

会
ほ
か
打
合
せ

県
国
体
実
行
委
員
会
設
立
総
会
（
新
潟
市
）
／
県
高
体
連
準
備
委
員
会

設
立
総
会
（
新
潟
市
）

湯
沢
町
特
別
観
光
大
使
任
命
式
（
加
山
キ
ャ
プ
テ
ン
コ
ー
ス
ト
ス
キ
ー

場
）

あ
り
が
と
う
湯
沢
・
鮎
つ
り
大
会
／
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
２
０
０
６
（
十
日
町
市
）

東
北
電
力
株
式
会
社
防
犯
灯
贈
呈
式
／
上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路

「
十
日
町
・
六
日
町
間
」建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会（
南
魚
沼
市
）

砂
防
振
興
協
議
会
総
会
・
要
望
会
（
国
土
交
通
省
）

小
学
校
親
善
水
泳
大
会
（
神
立
小
学
校
）
／
国
体
開
催
会
場
地
連
絡
協

議
会
総
会

フ
ジ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
視
察

県
土
木
部
・
国
交
省
北
陸
地
方
整
備
局
要
望
（
長
岡
市
・
新
潟
市
）

精
神
障
害
者
家
族
会
・
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
う
お
ぬ
ま
来
庁

７
月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い

７
月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い
てて

町
長
コ
ラ

町
長
コ
ラ
ムム

加
山
雄
三
さ
ん
を
湯
沢
町
特
別
観
光
大
使
に
委
嘱

し
ま
し
た
（
湯
沢
フ
ィ
ー
ル
ド
音
楽
祭
ス
テ
ー
ジ
）



（3）

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
７

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
、

２２

３１

１０

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
期
間
中
の
７
月　

日
２４

（
月
）に
は
、ゆ
ざ
わ
健
康
ラ
ン
ド
前

の
国
道　

号
線
沿
い
で
恒
例
の

１７

「
交
通
指
導
所
」
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。南

魚
沼
警
察
、
交
通
関
係
団
体

な
ど
が
参
加
し
、
警
察
官
が
誘
導

し
て
停
車
し
た
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
、
用
意
さ
れ
た
交
通
安
全
の
啓

発
品
を
手
渡
し
ま
し
た
が
、
当
日

は
朝
か
ら
雨
の
降
り
し
き
る
天
気

で
も
あ
り
「
今
日
は
ス
ピ
ー
ド
を

控
え
め
に
」と
、よ
り
一
層
の
交
通

安
全
を
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に

呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
夏
休
み
を
利
用
し
た

家
族
旅
行
な
ど
で
、
長
距
離
ド
ラ

イ
ブ
の
機
会
が
増

え
、
疲
労
運
転
と

な
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
イ
ベ

ン
ト
が
多
く
な
る

の
で
、
飲
酒
の
機

会
も
多
く
な
り
が

ち
で
す
。
交
通
事

故
防
止
運
動
期
間

中
の
み
な
ら
ず
、

「
運
転
中
疲
れ
た
ら

休
む
」「
飲
酒
運
転

は
絶
対
に
し
な

い
」「
ス
ピ
ー
ド
は

控
え
る
」
を
心
が

け
て
、
こ
れ
か
ら

も
安
全
運
転
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

 

 

 

住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
３
４
５
３

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

恒恒
例例
のの
交交
通通
指指
導導
所所
がが
開開
設設
ささ
れれ
まま
しし
たた
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二輪車は車体が小さいため、存在そのものを見落されやすいばか
りか、四輪車側から見ると速度や距離を判断しづらいものです。また
四輪車の側方や後方の死角に入りやすく、ドライバーが気がつかな
いことも多いのです。
二輪車を運転するときは、「ほかのドライバーは自分に気づいてい
ない！」と考え、なるべく四輪車の死角に入らないよう心がけましょ
う。そして二輪車は手軽で便利だけれども、雨などの悪天候に弱く、
万一の事故のとき、転倒、死傷する確率が高いことを十分に理解して、
安全運転に努めましょう。

●見落とされやすい二輪車の存在

● 二輪車の交通事故防止
● 安全速度の励行

合計１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月３月２月１月月

１,２６９５７１４３１４１１５３１５８１４２１５１１２８８５５０２８３３発生件数

○平成１７年　新潟県の二輪車事故月別発生件数（原付車を含む）

・・・８月は二輪車の事故が多く発生しています。夏の二輪車の運転には、十分ご注意ください。

自動車の楽しみの一つは、そのスピードの魅力で
す。いつでも、好きなところに自分を連れて行ってく
れる乗り物ですが、その使い方を誤るとたちまち凶
器になります。
新潟県内の交通事故は、事故直前の速度が高いた
め、被害も大きくなるのが特徴です。心のブレーキを
忘れないよう、スピードを控えるとともに、ゆとりの
車間距離を取りましょう。
また、スピードが増すにつれてドライバーの視野
は狭くなり、視力も低下します。

●スピードと視野

 視力速度

１.０１０�／ｈ

０.８２９�／ｈ

０.７５４�／ｈ

０.６７２�／ｈ

２００度停止しているとき

１００度６０�／ｈのとき

１６５度７０�／ｈのとき

１４０度１００�／ｈのとき

スピードと視力（静体視力１.２の人の場合）

スピードと視野の狭まり

の交通安全キャンペーの交通安全キャンペーンン88 月月

ス
ピ
ー
ド
が
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
、
視

力
が
低
下
し
て
視
野
が
狭
く
な
り
、
周

り
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
き
ま
す
。

通
行
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
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住
民
課
保
育
係
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
３
０
０
１

児童扶養手当を受給している児童扶養手当を受給している方方
特別児童扶養手当を受給している特別児童扶養手当を受給している方方
ひとり親家庭等医療費受給者証をお持ちのひとり親家庭等医療費受給者証をお持ちの方方

届出書の提出や更新の手続届出書の提出や更新の手続ききをお願いしますをお願いします

① 父母が婚姻を解消した児童
② 父が死亡した児童
③ 父に重い障害（年金の障害等級が
１級程度）がある児童

④ 父の生死が明らかでない児童
⑤ 扶養義務の放棄など父から１年以
上にわたり遺棄されている児童

⑥ 父が１年以上にわたり刑務所など
 に拘禁されている児童

⑦ 未婚の母の子である児童
⑧ 出生の事情が明らかでない児童

※いずれも１８歳になって最初の３月３１日まで
の児童。また中度以上の障害があるときは、
２０歳を迎えるまでの児童。

児童扶養手当を受給している方は、前年の所得状況と対象児童の監護状況を確認するため、毎年必ず
現況届を提出しなければなりません。今年は

８月３１日（木）まで提出してください

なおこの現況届を提出しないと８月以降分の手当が受けられなくなる
ことがありますので、忘れずに提出してください。

●児童扶養手当とは・・・
父母の離婚などにより父親のいない児童の母親や、父親が重い障害のある児童の母親、母親に代わっ
てそのような児童を養育している方へ支給する手当です。

 手当を受けることができる手当を受けることができる人人 
児童扶養手当は、右の①から⑧までのいずれかに該当する
児童を、母が監護している場合に支給されます。（母が監護で
きないときは祖父母などの養育者に支給されますが、父子家
庭には支給されません。）
ただしこれに該当する場合でも、

・母が婚姻関係（内縁関係を含む）にある
・対象児童が重い障害のない父と生計を同じくしている
・父または母の死亡によって支給される公的年金や、遺族
補償等を受けることができる
・対象児童が児童福祉施設などの施設に入所したり、里親
に委託されている

などの場合には手当が支給されないように、支給には制限があり
ます。

 手当の額と支給が制限される所得限度手当の額と支給が制限される所得限度額額 
認定を受けた母親など受給資格者と、その扶養義務者（同居している親族など）の前年の所得額（児童の父

からの養育費の一部も所得額に含まれます）に応じて、全部支給、一部支給、支給停止に区分されて、支給され
る手当の額は決まります。支給額と支給が制限される所得の限度額は次のとおりです。
○支給額は・・・

○支給が制限される所得の限度額（前年の所得額）は・・・

一部支給全部支給区分
所得に応じて月額４１,７１０円から９,８５０円（１０円きざみ）月額　４１,７２０円児童１人

児童１人の手当額に月額５,０００円を加算した額月額　４６,７２０円児童２人

児童３人以降は１人増すごとにさらに月額３,０００円を加算した額児童３人～

児童扶養手当の現況届児童扶養手当の現況届はは

手当を請求する人（受給資格者）
扶養親族等の数

一部支給全部支給

１９２万円まで１９万円まで０人

２３０万円まで５７万円まで１人

２６８万円まで９５万円まで２人

１人につき３８万円ずつを加算３人以上

※例えば扶養親族等の数が１人の場合、手
当を請求する人の前年の所得額が、２３０万
円を超えると支給停止となります。

※扶養義務者（同居の親族など）の所得制限
限度額は、別に定められています。

※この他、老人扶養親族がある場合などは、一
定の金額がこの限度額に加算されます。
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特別児童扶養手当を受給している方は、前年の所得状況と対象児童の監護状況を確認するため、毎年
必ず所得状況届を提出しなければなりません。今年は

９月８日（金）まで提出してください

なおこの所得状況届を提出しないと８月以降分の手当が受けられなくなる
ことがありますので、忘れずに提出してください。

●特別児童扶養手当とは・・・
精神または身体に一定の障害がある児童の福祉増進を目的として、その児童を育てている方へ支給
される手当です。障害の程度に応じて、手当は「１級」または「２級」として認定されます。

 手当を受けることができる人手当を受けることができる人  
特別児童扶養手当は、おおむね右の

①から③のような障害状態にある２０歳
未満の児童を養育している方に支給さ
れます。
　ただし次のいずれかに該当する場合は、手当は支給されません。

・対象児童が児童福祉施設などの施設に入所しているとき
・対象児童が障害を支給事由とする公的年金給付を受けることができるとき
・対象児童または父母（養育者）の住所が日本国内にないとき

※また認定を受けた受給資格者とその扶養義務者（同居している親族など）の前年の所得額が、一定の額以
上である場合、支給が停止される所得制限があります。

 手当の月額手当の月額  
支給される手当の月額は、対象児童の人数や障害の程度によって異なります。

○ １級（重度の障害） ： 対象児童１人につき５０,７５０円
○ ２級（中度の障害） ： 対象児童１人につき３３,８００円

特別児童扶養手当の所得状況届特別児童扶養手当の所得状況届はは 住
民
課
保
育
係
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
３
０
０
１

① 両目や両耳、上下肢、体幹が不自由な児童
② 知的障害、精神障害がある児童
③ 身体の内部疾患等により日常生活が著しく制限される児童

ひとり親家庭等医療費受給者証をお持ちの方は、有効期間の更新手続きが必要です。今年は

８月３１日（木）まで更新手続きをしてください

なおこの更新手続きを怠ると、１０月以降の医療費の助成が受けられなくなりますのでご注意くださ
い。なお児童扶養手当受給者については、児童扶養手当現況届と一緒に手続きをしてください。

●ひとり親家庭等医療費助成とは・・・
ひとり親家庭等の方の、医療費の本人負担分を助成する制度です。母子（父子）家庭の父母と児童、ま

たは父母のない児童を児童を養育している方とその児童が対象となります。

 助成が制限される場合助成が制限される場合  
ただし次のいずれかに該当する場合、助成はありません。

・父または母が婚姻関係にあるとき（内縁関係も含む）
・生活保護、乳児医療費助成、重度心身障害者医療費助成のいずれかを受けている場合
・受給資格者とその扶養義務者（同居している親族など）の前年の所得額が一定の額以上の場合

 助成の内助成の内容容 
医療機関で受診した際の自己負担額が、次のようになります。

○ 通院 ： 月の４回目まで、１回につき５３０円（５回目以降は０円）
○ 入院 ： １日につき、１,２００円

ひとり親家庭医療費受給者証ひとり親家庭医療費受給者証はは

【問い合わせ】　住民課　保育係　℡７８４－３００１
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越後湯沢全国童画展は湯沢町から全国に発信する
事業として、北は北海道から南は沖縄まで全国から作
品の応募があります。昨年度で第１０回展が終了し、湯
沢町が買い上げしたり、寄贈を受けた作品は４００点近
くとなっています。
この作品は、宿場の湯にある「わらべの詩」をはじめ
とする町内１０の施設で、常時ご観覧いただいています
が、今年の夏休み期間中の８月は、さらに下記の会場で
「夏の作品展」を開催しています。この機会にぜひ、秀逸
な作品の数々をご観覧ください。

【開催期間】　８月３１日（木）まで
【開催会場】 ●メイン会場　越後湯沢駅東口　宝屋ビル 1階（開場時間：正午～午後５時）
 　（ただし８月１７日までの開場時間は午前１０時～午後５時）
 ●共同会場（開場時間は各会場の営業時間中です）
 　第四銀行湯沢支店様、新潟県信用組合湯沢支店様、湯沢カルチャーセンター
 　駒子の湯、街道の湯
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７月の建設工事等入札結果（落札額２５０万円以上）

請負業者契約金額（円）工事名等番号

㈱山井建設６,３００,０００中央簡水計装室築造工事簡第３号

㈱菱電社１７,８５０,０００中央簡水電気計装設備移設工事簡第４号

新潟オーヤラックス販売㈱１０,７１０,０００中央簡水滅菌設備移設工事簡第５号

㈱林組５,１４５,０００岩ノ沢線災害復旧工事建第３号

川上四郎記念
「越後湯沢全国童画展」

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏ののののののののののののののののののののののののののののののののの作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催夏の作品展開催中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

湯
沢
町
の
夏
は
体
育
部
系
に
限
ら
ず
、
文
化
部
系
の
学
生
、
生
徒
の
皆

さ
ん
の
合
宿
で
も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
湯
沢
高
原
ア
ル
プ
の
里
で

は
、
音
楽
関
係
の
合
宿
で
訪
れ
た
方
々
が
手
軽
に
そ
の
練
習
の
成
果
を
発

表
で
き
る
よ
う
、
ミ
ニ
演
奏
会
の
開
催
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
た
び
こ
の
呼
び
か
け
に
、
神
奈
川
県
立 
岡
津 
高
校
吹
奏
楽
部
の
生

お
か
つ

徒
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
、
８
月
２
日
に
ミ
ニ
演
奏
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
演
奏
さ
れ
た
曲
目
は
み
な
山
の
風
景
に
マ
ッ
チ
し
て
、
会
場

と
な
っ
た
ア
ル
プ
の
里
パ
ノ
ラ
マ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前
は
、
ひ
と
き
わ
さ
わ

や
か
な
雰
囲
気
に

つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

次
回
は
８
月　
２２

日
に
、
実
践
女
子
学

園
高
校
フ
ォ
ー
ク

部
の
皆
さ
ん
の
演

奏
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
不
定

期
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
若
い
皆
さ
ん

の
さ
わ
や
か
な
演

奏
会
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
温
泉
ロ
ー
プ

ウ
ェ
ー
事
業
所

℡
７
８
４
・
３
３
２
６

ア
ル
プ
の
里
に
こ
だ
ま
す
る
さ
わ
や
か
な
音
楽

夏
合
宿
の
成
果
を
発
表
す
る
演
奏

夏
合
宿
の
成
果
を
発
表
す
る
演
奏
会会

パ
ノ
ラ
マ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
山
頂
駅
）
前
で
の
演
奏
会
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水
道
メ
ー
タ
ー

水
道
メ
ー
タ
ー
はは

８
年
で
交
換
し
ま

８
年
で
交
換
し
ま
すす

土
樽
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー

交
換
の
お
知
ら
せ
で
す

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
査
満
了
期

間
は
、
計
量
法
で
８
年
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

今
年
検
査
満
了
を
迎
え
る
水
道

メ
ー
タ
ー
で
、
土
樽
地
区
の
約
５

５
０
個（
マ
ン
シ
ョ
ン
は
除
く
）に

つ
い
て
は
、
８
月
下
旬
か
ら
指
定

業
者
（
湯
沢
町
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
）が
伺
い
、順
次
交
換
し

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
湯
沢
地
区
の
交
換
前
に
も

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

水
道
課
管
理
係

℡
７
８
４
・
４
８
５
３

� �������������������������������������������������������������������������������������������

� �������������������������������������������������������������������������������������������

加山雄三さんが湯沢町特別観光大使になりまし加山雄三さんが湯沢町特別観光大使になりましたた

こ
の
た
び
湯
沢
町
は
、
湯
沢
町
特
別
観
光
大
使
と
し
て
、
俳

優
で
歌
手
の
加
山
雄
三
さ
ん
を
任
命
し
ま
し
た
。
任
命
式
は
７

月　

日
、
加
山
キ
ャ
プ
テ
ン
コ
ー
ス
ト
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ

２２
た「
第
4
回
湯
沢
フ
ィ
ー
ル
ド
音
楽
祭
」の
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
と
し
て
行
わ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
上
村
町
長
か
ら
、

委
嘱
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
観
光
大
使
は
加
山
さ
ん
が

第
一
号
と
な
り
ま
す
。

特
別
観
光
大
使
は
、「
観
光
の

湯
沢
町
」
を
広
く
国
内
外
に
紹
介

す
る
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
町
の
観

光
産
業
を
発
展
さ
せ
る
よ
う
、
平

成　

年
よ
り
置
か
れ
た
も
の
で

１８
す
。
大
使
は
湯
沢
町
に
愛
着
を
も

ち
、
か
つ
観
光
の
発
展
に
積
極
的

な
湯
沢
町
出
身
者
や
湯
沢
町
に

縁
の
あ
る
人
な
ど
か
ら
選
定
し

ま
す
。

加
山
さ
ん
は
幼
少
の
こ
ろ
か

ら
湯
沢
町
を
訪
れ
、
ご
本
人
自
ら

「
第
二
の
故
郷
」
と
話
さ
れ
る
ほ
ど
、

湯
沢
町
と
縁
が
深
い
こ
と
は
、
ご

存
知
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
湯
沢

を
舞
台
と
し
た
「
湯
沢
旅
情
」
の

シ
ン
グ
ル
を
リ
リ
ー
ス
し
た
り
、

音
楽
祭
を
開
催
す
る
な
ど
、
町
の

観
光
振
興
に
も
大
き
な
功
績
が

あ
る
こ
と
も
、
誰
も
が
認
め
る
と

こ
ろ
で
す
。

任
命
式
で
は
委
嘱
状
授
与
の

あ
と
、
上
村
町
長
と
「
湯
沢
旅
情
」

を
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
披
露
し
ま
し

た
が
、
自
ら
歌
詞
を
先
導
し
て
、

観
客
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
歌
う

こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
し

た
。
加
山
さ
ん
が
持
つ
湯
沢
へ
の

愛
着
の
深
さ
を
、
実
感
で
き
る
一

場
面
で
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

と
、
湯
沢
町
へ
の
応
援
を
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

特
別
観
光
大
使
の
委
嘱
状
を
手
に
、
観
客
の
声
援
に
応
え
る
加
山
さ
ん

湯
沢
フ
ィ
ー
ル
ド
音
楽
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
任
命
式

町
営
共
同
浴

町
営
共
同
浴
場場

８
月　

日
〜　

日
は

１５

１７
営
業
し
ま
す

お
盆
期
間
中
（
８
月　

日
〜　

１５

１７

日
）の
町
共
同
浴
場
は
、休
ま
ず
営

業
し
ま
す
。

 
振
替
休
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
街
道
の
湯
、
山
の
湯

８
月　

（
月
）

２１
（　

日
（
火
）
と
連
休
で
す
）

２２

●
岩
の
湯

８
月　

日
（
火
）

２２
（　

日
（
水
）
と
連
休
で
す
）

２３

●
宿
場
の
湯
、
駒
子
の
湯

８
月　

日
（
金
）

２５
（　

日
（
木
）
と
連
休
で
す
）

２４



も
と
も
と
火
災
と
は
、
思
い
が

け
な
い
で
発
生
し
て
し
ま
う
災
害

で
す
。
し
か
し
あ
る
日
突
然
襲
わ

れ
る
自
然
災
害
と
は
違
い
、
日
ご

ろ
か
ら
十
分
に
注
意
し
て
さ
え
す

れ
ば
、
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
災

害
で
も
あ
り
ま
す
。

さ
て
夏
の
こ
の
時
期
に
発
生
す

る
特
有
の
火
災
と
し
て
は
、

・
仏
壇
か
ら
の
出
火

・
動
力
電
源
分
電
盤
か
ら
の
出
火

・
花
火
に
よ
る
出
火

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
ほ
か
、
思
い
が
け
な

い
火
災
と
し
て
年
間
を
通
じ
て
ご

注
意
い
た
だ
き
た
い
の
が
、
電
気

の
コ
ン
セ
ン
ト
と
コ
ー
ド
か
ら
の

出
火
で
す
。

今
回
ご
紹
介
し
ま
す
こ
れ
ら
の

火
災
の
原
因
と
特
徴
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
未
然
に
火
災
を
防
止
す

る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。 
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湯
沢
消
防
署
か
ら

湯
沢
消
防
署
か
ら
のの

お
知
ら
せ
（
第
８
回

お
知
ら
せ　
（
第
８
回
））

思
い
が
け
な
い
火
災

動力電源分電盤からの出動力電源分電盤からの出火火
（コンデンサーの劣化など（コンデンサーの劣化など））

ポンプのモーター等に使用する動力用電源（三相２００Ｖ）の
分電盤には、ブレーカーとコンデンサーがついています。コ
ンデンサーとは、電力の無駄を省くために取り付けられた部
品です。ところが昭和５０年以前に製造されたコンデンサーは、
保安装置が内蔵されていないので、内部の絶縁材料が劣化し
た結果発熱し、発火に至ることがあります。特に気温が高い
ときに発火することが多いようです。使用しないときはブ
レーカーを切っておきましょう。また使用中も、異常な発熱
がないか定期的に点検するようにしてください。

仏
壇
か
ら
の
出

仏
壇
か
ら
の
出
火火

（
ロ
ー
ソ
ク
な
ど

（
ロ
ー
ソ
ク
な
ど
））

南魚沼地域では、過去１０年間にローソ
ク・線香からの出火はありません。しかし
お盆の時期、仏壇に線香やろうそくを上げ
る機会もあると思います。火の取り扱いに
は十分注意してください。
またろうそくに火をつけたあと、ろうそ
く越しに物を取ろうとして衣服に火がつ
く「着衣着火」にもご注意ください。

コンデンサー
（低圧進相コンデンサー）

三相２００V（動力用
電源）の分電盤　�

（ブレーカーから３本の
コードが出ています）

花火による出花火による出火火
（やけどに注意（やけどに注意））

夏は、花火をする機会
が多いですね。バケツに
水をくみ、燃えカスは
しっかり消火しましょう。
もしやけどをしたら痛み
がなくなるまで流水で冷
やしてください。

コンセントからの出コンセントからの出火火
（トラッキング現象（トラッキング現象））

テレビ、冷蔵庫など家電製品のプラグを、コン
セントに差したままにすることは多いと思いま
す。ところがプラグとコンセントのすき間に、ほ
こりがたまると思わぬ火災の原因になります。
まず、たまったほこりに水分がつき、そこに微
弱な電流が流れます。そしてたまったほこりが
ヒーターのようになり、プラグの２本の刃の間に
流れる電流により発熱します。その熱が次第にコンセントの絶縁部
分を炭化させ（トラッキング）、最終的に放電が起きて発火します。
このような火災は、水気の多い台所や洗面所付近、家具に隠れて
ほこりのたまったコンセントで多く発生します。このような場所の
コンセントに、ほこりがたまらないよう日ごろから乾いた布で掃除
するなど、注意してください。

� ��
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子どもたちに見せたくない有害サイトをブロック！

有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害サササササササササササササササササササササイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアクククククククククククククククククククククセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセススススススススススススススススススススス制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限サササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーービビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビスススススススススススススススススススススのののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案有害サイトアクセス制限サービスのご案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
携帯電話を子どもに持たせることで、親は緊急時に連絡を取り合えたり、子どもの所在を確認できるといっ

た安心感が得られます。しかし一方で、子どもたちが携帯インターネット上に存在する、出会い系サイト、ギャ
ンブルサイト、アダルトサイトといった有害情報サイトにアクセスする危険性も持ち合わせています。
携帯インターネット上の有害情報サイトへのアクセスをブロックするため、携帯電話各社は各種のアクセ
ス制限サービスを無料で提供しています。このサービスのご利用により、子どもたちが有害サイトにアクセス
することを防止でき、安心して携帯電話を持たせることができます。お問い合わせ先は次のとおりです。

�

�

�

�

���������������������������������������������

���������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

携帯各社の有害サイトアクセス制限サービスと問い合わせ携帯各社の有害サイトアクセス制限サービスと問い合わせ先先

・ドコモの携帯電話から
　局番なしの１５１（無料）

キッズ i モード
キッズ i モードプラス

ＮＴＴドコモ

・auの携帯電話から
　局番なしの１５７（無料）
・ツーカーの携帯電話から
　局番なしの１５１（無料）

ＥＺ安心アクセスサービス
ＥＺWeb 利用制限

ＫＤＤＩ

・ボーダフォンの携帯電話から
　局番なしの１５７（無料）

ウェブ利用制限ボーダフォン

湯
沢
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン

参
加
者
募
集

ゆ
っ
く
り
走
る
、
健
康
マ
ラ
ソ

ン
で
す
。

【
日
時
】

９
月　

日
（
日
）

１０

受
付 

午
前
７
時　

分
３０

ス
タ
ー
ト 

午
前
９
時

【
集
合
場
所
】

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
前

【
対
象
】

中
学
生
以
上

【
コ
ー
ス
】

大
源
太
川
沿
い
往
復
（　
�
）

１０

【
賞
】

全
員
に
参
加
賞
と
完
走
証
、
ほ

か
各
賞
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

湯
沢
町
公
民
館
に
お
い
て
あ
る

所
定
の
郵
便
振
替
払
込
用
紙
に
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
参
加
料

１，
５
０
０
円
を
８
月　

日
（
木
）

３１

ま
で
に
払
込
み
く
だ
さ
い
。

【
主
管
】

湯
沢
町
走
ろ
う
よ
会

【
問
い
合
わ
せ
】

駒
形
（
堰
場
）

℡
７
８
５
・
５
３
３
８

湯
沢
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン

参
加
者
募
集

【日時】 ①９月５日～１２月５日の毎週火曜日
 午後７時３０分～午後９時（全１４回）
 ②９月６日～１２月６日の毎週水曜日
 午後１時３０分～午後３時（全１４回）
【対象】 中学生以上
【講師】 広池秋子ヨーガ健康法　師範
 田村ノブイ氏 （南魚沼市在住）
【受講料】 ６,０００円（傷害保険料を含みます）
【服装】 体を締め付けず動きやすい服装
【持ち物】 汗拭きタオル
【会場】 小ホールまたは柔・剣道場
【定員】 ３０名程度

※申し込み締切は８月３１日（木）です。
※カルチャーセンター窓口へ受講料を添えて申し込みください。
 （受付時間は午前８時３０分～午後５時１５分です。土日も受付しています。）

【問い合わせ】（財）湯沢町都市施設公社（湯沢カルチャーセンター内）　℡７８４‐１５１１

ヨーガ講座（後期ヨーガ講座（後期））参参加者募集のご案内加者募集のご案内

� �������������������������������������������������������������������������������������������

　

中
子
資
源
ご
み

スス
トト
ッッ
クク
ヤヤ
ーー
ドド
開開
場場
のの
おお
知知
らら
せせ

８
月　

日
（
火
）
は
お
盆
期
間
中
で
す
が
、
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。

１５

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
搬
入
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
で
す
。

（
正
午
〜
午
後
１
時
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。）

【
問
い
合
わ
せ
】　

住
民
課
環
境
生
活
係　

℡
７
８
４
・
３
４
５
３

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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スマイルカンパニー制度の登録事業者募集のご案  スマイルカンパニー制度の登録事業者募集のご案内内
　（障害者多数雇用事業者からの物品等調達制度）

新潟県では、障害者の雇用の促進と安定を図るため、障害者を多く雇用する企業に対し、物品等の調達を積
極的に行う「スマイルカンパニー制度」をスタートしました。
この制度は、県が行う「製造の請負、財産の買い入れおよび役務の提供」の調達において、少額の随意契約
や指名競争入札を行う際に、登録していただいた「障害者多数雇用事業者（※）」に優先的な取り扱いをする
ものです。

詳しくは新潟県のホームページ (�������������	
����
����������
���������������	
�����	
����������)
をご覧いただくか、県労政雇用課（℡０２５－２８０－５２７０）へお問い合わせください。

（※） 障害者多数雇用事業者・・２人以上かつ従業員の３.６％以上の障害者を雇用する中小企業者

おいしくて手軽な「ごはんに合うおかず」を作ってみよう

食のにいがた 学生料理コンクール 作品募集 食のにいがた　学生料理コンクール　作品募集 
 応募資応募資格格  ・県内在住の高校生、専門学校生または大学生による３人１組のグループ
 ・書類審査で選考された場合、実演審査会に必ず参加できるグループ
 募集内募集内容容  ・主菜と副菜の 2品（主菜は「なす」を使用したもの）
 ・食材はすべて新潟県産をとし、4人分で２,０００円以内
 ・下ごしらえを含め６０分程度で調理できるもの
 募集方募集方法法  ・応募用紙に必要事項を記入の上、完成品の写真を添付して郵送してください。
 ・応募用紙は新潟県のホームページ（�������������	
����
�������）からもプリントできます。
 応募締応募締切切  ・９月４日（月）　※当日消印有効
 審査方審査方法法  ・審査員による書類審査でまず１０作品を選考します。
 ・その後、書類選考された１０作品の応募者により実演審査会
 ・を行います。

�応募用紙の発送先は次のとおりです。また応募用紙の取得方法など詳細に
ついても、こちらまでお問い合わせください。
〒９５０－８５７０　新潟県農林水産部　食品・流通課　販売戦略係
　　　　　　　（宛先の住所は不要です）　℡０２５－２８０－５３０５

�

�

�

�

���������������������������������������������

���������������������������������������������
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�
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�
�
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税
関
で
は
、終
戦
後
の
混
乱
期
に
戦
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
き
た
方
々
が
、当
時
国
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ず
、

税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て

い
ま
す
。

【
お
返
し
す
る
通
貨
等
】

◎
終
戦
後
、外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
々
が
上

陸
地
の
税
関
・
海
運
局
に
預
け
た
通
貨
、証
券
な
ど

◎
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
総
領
事
館
な
ど
に
預
け
た

証
券
な
ど
の
う
ち
、そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

※
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
、本
人
だ
け
で
な
く
家
族
の
方
々

も
電
話
、郵
便
な
ど
で
問
い
合
わ
せ
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ま
た
実
際
に
届
け
た
か
ど
う
か
不
明
の
場
合
で

も
調
査
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。な
お
上
陸
地
が
新

潟
以
外
の
方
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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引
き
揚
げ
者
の
皆
さ
ん

引
き
揚
げ
者
の
皆
さ
ん
へへ

【問い合わせ】
新潟税関支署　統括監視官第２部門
℡ ０２５－２４４－９３１４
（土・日曜を除く　午前９時～午後４時３０分）
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次
の
と
お
り
採
用
試
験
を
実
施

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

９
月
１
日
（
金
）
ま
で

（
郵
送
ま
た
は
持
参
の
場
合
）

８
月　

日
（
金
）
ま
で

２５

（
電
子
申
請
の
場
合
）

【
第
１
次
考
査
日
】

９
月　

日
（
日
）

２４

【
職
種
】

県
職
員（
短
大
卒
業
）

・
診
療
放
射
線
技
師

・
臨
床
検
査
技
師

県
職
員（
高
校
卒
業
）

・
一
般
事
務

・
警
察
事
務

小
中
養
護
学
校
事
務
職
員

・
学
校
事
務
職
員

小
中
養
護
学
校
栄
養
職
員

・
学
校
栄
養
職
員

【
試
験
地
】

新
潟
市
・
長
岡
市
ほ
か

※
受
験
資
格
・
資
格
要
件
・
試
験

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別

途
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

新
潟
県
人
事
委
員
会
事
務
局

℡
０
２
５
・
２
８
０
・
５
５
３
８

水
質
調
査
会
・
環
境
学
習
会
の

ご
案
内
で
す

身
近
な
川
が
き
れ
い
か
ど
う
か
は
、

意
外
と
簡
単
な
方
法
で
わ
か
り
ま
す
。

そ
れ
は
難
し
い
分
析
を
す
る
こ
と

で
は
な
く
、
川
原
に
住
ん
で
い
る
生

き
物
の
種
類
か
ら
水
の
汚
れ
を
調
べ

る
方
法
で
す
。
こ
の
調
査
方
法
や
、

身
近
な
環
境
の
問
題
に
関
す
る
学
習

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】

９
月
９
日
（
土
）

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

【
場
所
】

南
魚
沼
市
五
十
沢
キ
ャ
ン
プ
場

（
森
の
き
り
ん
館
前
に
集
合
）

【
申
込
締
切
】

９
月
１
日
（
金
）
ま
で

【
雨
天
の
場
合
】

・
生
き
物
の
調
査
は
中
止
し
て
、
環

境
学
習
会
の
み
を
実
施
し
ま
す
。

（
雨
天
時
は
、
各
申
込
者
に
連
絡
し

ま
す
。）

・
環
境
学
習
会
は
南
魚
沼
振
興
局
講

堂
が
会
場
と
な
り
、
午
前　

時
か

１０

ら
行
い
ま
す
。

【
そ
の
他
】

・
昼
食
・
飲
み
物
等
は
各
自
で
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

・
調
査
に
必
要
な
器
具
等
は
準
備
し

ま
す
。

・
万
一
に
備
え
、
参
加
者
に
は
主
催

者
負
担
で
保
険
を
か
け
ま
す
。

・
川
に
入
る
の
で
、
長
靴
・
ゴ
ム
草

履
等
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局
健
康
福
祉

環
境
部
環
境
セ
ン
タ
ー
環
境
課

℡
７
７
２
・
８
１
５
４

次
の
と
お
り
新
潟
県
職
員
（
専

門
看
護
師
）
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

【
受
付
期
間
】

８
月　

日
（
金
）
ま
で

２５

【
考
査
日
】

９
月　

日
（
月
）

１１

【
募
集
職
種
】

専
門
看
護
師　

２
人
程
度

【
職
務
内
容
】

県
立
病
院
で
特
定
の
専
門
分
野

の
看
護
業
務
に
従
事

【
受
験
資
格
】

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生

４６

ま
れ
た
方
で
、

①
専
門
看
護
師
と
し
て
認
定
登
録

さ
れ
て
い
る
方

②
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
専

２１

３１

門
看
護
師
と
し
て
認
定
登
録
見

込
み
の
方

※
受
験
資
格
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

新
潟
県
病
院
局
総
務
課

℡
０
２
５
・
２
８
０
・
５
５
５
４

交
通
事
故
、
傷
害
、
詐
欺
な
ど

の
犯
罪
に
あ
っ
て
、
犯
人
の
処
罰

を
警
察
官
や
検
察
官
に
求
め
た
け

れ
ど
、
検
察
官
は
不
起
訴
処
分
に

し
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
し
て
も
納

得
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合

に
は
、
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
の

あ
る
人
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た　
１１

人
の
検
察
審
査
員
が
、
不
起
訴
処

分
に
誤
り
が
な
か
っ
た
か
ど
う
か

な
ど
を
審
査
し
ま
す
。
審
査
の
結

果
に
よ
っ
て
は
、
不
起
訴
処
分
の

見
直
し
を
求
め
ま
す
。

不
起
訴
処
分
に
納
得
で
き
な
い

場
合
は
、
検
察
審
査
会
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局

（
新
潟
地
方
裁
判
所
長
岡
支
部
内
）

℡
０
２
５
８
・
３
５
・
２
１
８
２

六
日
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

で
は
、
次
の
こ
と
で
お
困
り
の
方

に
相
談
所
を
開
設
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

・
い
じ
め
、
体
罰
、
不
登
校
、
虐
待

な
ど
の
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と

【
日
時
】

９
月　

日
（
日
）

１０

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

【
場
所
】

・
南
魚
沼
市　

南
魚
沼
市
民
会
館

・
魚
沼
市　

小
出
公
民
館

【
相
談
担
当
】

人
権
擁
護
委
員

【
問
い
合
わ
せ
】

新
潟
地
方
法
務
局
南
魚
沼
支
局

℡
７
７
２
・
３
７
４
２

新
潟
県
職
員
採
用
試
験
・

市
町
村
立
小
中
養
護
学
校

事
務
（
栄
養
）
職
員
採
用
試
験

身
近
な
川
の
こ
と
を

調
べ
て
み
ま
せ
ん
か

平
成　

年
度
採
用

１９

新
潟
県
専
門
看
護
師
採
用
試
験

子
ど
も
の
人
権
相
談
所
の
開
設

不
起
訴
処
分
の
審
査
申
立
て
先
は

検
察
審
査
会
で
す



障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
、

そ
し
て
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
、今
年
も
恒
例
の「
ふ
れ
あ
い
福

祉
ま
つ
り
」を
実
施
し
ま
す
。

【
ま
つ
り
期
日
】

９
月　

日（
日
）

１０

【
場
所
】

魚
野
の
家　

敷
地
内

（
南
魚
沼
市
八
幡
１
１
５
‐
４
）

【
催
し
物
】

ま
つ
り
模
擬
店
・
お
楽
し
み
抽
選

会
・
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
・
ア
ニ
メ
上
映
・
利
用
者

手
作
り
作
品
販
売
・
利
用
者
活
動

報
告
・
野
菜
、き
の
こ
、木
炭
、花
の

販
売　

ほ
か

《
バ
ザ
ー
用
品
提
供
に
ご
協
力
を
》

【
対
象
品
】

日
用
品
・
雑
貨
・
食
品
・
台
所
用

品
・
文
具
お
も
ち
ゃ
類
・
毛
布
寝
具

類
・
シ
ー
ツ
カ
バ
ー
類
・
衣
料
品（
古

着
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
済
み
の
も
の
）・

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

雨
具
・
靴
類
・
な
べ
か
ま
食
器
類
・

娯
楽
品
・
贈
答
品
・
不
用
在
庫
品　

な
ど【

収
集
期
間
】

９
月
２
日（
土
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

魚
野
の
家

℡
７
７
０
・
０
８
５
７

み
な
み
う
お
ぬ
ま

℡
７
７
０
・
１
３
３
１

新
潟
地
方
法
務
局
お
よ
び
新
潟

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

８
月　

日
（
月
）
か
ら
９
月
３
日

２８

（
日
）
ま
で
を
「
子
ど
も
の
人
権
１

１
０
番
」
強
化
週
間
と
し
て
、
法

務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員

が
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
電
話

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

期
間
中
は
土
・
日
曜
も
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

【
相
談
内
容
】

・
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、
広
く
子

ど
も
の
人
権
に
関
す
る
こ
と

【
電
話
番
号
】

０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
０

（
全
国
共
通
の
番
号
で
す
。
た
だ

し
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は

接
続
で
き
ま
せ
ん
。）

【
相
談
時
間
】

（
平
日
の
相
談
時
間
）

８
月　

日（
月
）〜
９
月
１
日（
金
）

２８

午
前
８
時　

分
〜
午
後
６
時　

分

３０

３０

（
土
・
日
の
相
談
時
間
）

９
月
２
日（
土
）〜
９
月
３
日（
日
）

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

（12）広報ゆざわ　H１８．８．１３

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
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お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

�
�
�
�

�
�
�
���

�
�
�
���

�
�

�
�

�
�

��
�
�
は

る

と

��
�
�
こ

う

は

��
�
�
ふ

み

と �
�

�
�

�
�

今月の納税今月の納税等等

（第 ２ 期 ）
（ 第 ２ 期 ）

町 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
納期限は、８月３１日�です。
（口座振替日は、８月２８日�です。）
※納税相談は、収納課（℡７８４－３０５６）で受け
付けています。どうぞ、ご利用ください。

長野県豪雨災害の被災者支援のための 長野県豪雨災害の被災者支援のための 
県民募金にご協力ください 県民募金にご協力ください。。

お隣の県である長野県の被災に際し、二年前
の中越大震災にご支援いただいたご厚情にお応
えするため、皆さまの善意をお寄せください。

【募金方法】
銀行の窓口からお振込みください。同じ銀行
　の窓口から振込めば、手数料は不要です。
なお募金期間は９月２０日（水）までです。
（振込先） 第四銀行県庁支店（普） １２７２３７２
 北越銀行県庁支店（普） ２５２６９９
 大光銀行新潟支店（普） ３００４５９７
（口座名） 長野県豪雨災害新潟県民募金事務局

【問い合わせ】
新潟県　危機管理防災課
℡０２５－２８０－５７５８
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「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
に
つ
い
て

「
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
」
の

ご
案
内


